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日本歴史の上で戦国》期から江戸時代初期にかげて、茶の
湯という文化が政治経済のうえで重要な役割を果たした時
期
が
あ
っ
た
。
織
田
信
長
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
武
将
た
ち
や
豊
臣
秀
吉
・
千
利
休
が
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
多
く
の
先
学
が
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
研
究
し
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
か
く
も
多
く
の
論
考
が
あ
り
な
が
ら
「
何
故
、
戦
国
大
名
た
ち
が
茶
の
湯
に
腐
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
の
根
本
理
由
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
充
分
な
解
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い。茶
の
湯
文
化
史
上
で
は
、
武
将
た
ち
が
茶
の
湯
に
懸
命
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
「
権
威
の
象
徴
・
名
物
の
収
集
・
戦
場
に
お
け
る
慰
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
四
十
二
号
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち
ｌ
茶
の
湯
成
立
の
一
背
景
Ｉ
（１）
み・茶の湯数寄」が通説とされている。本稿ｊも茶の湯が持
つ
趣
味
的
性
格
か
ら
ゑ
て
、
こ
れ
ら
の
理
由
が
大
き
な
背
景
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、
そ
う
は
い
え
る
も
の
の
何
故
茶
の
湯
が
権
威
の
象
徴
に
な
り
え
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
深
く
政
治
や
経
済
に
ま
で
か
か
わ
っ
て
い
た
茶
の
湯
が
、
寛
永
期
に
入
り政治上急速に形骸化していったのは何故なのかを考え合
わ
せ
る
と
ぎ
、
も
っ
と
別
な
根
拠
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
う
し
た
観
点
を
も
と
に
し
て
、
ま
ず
茶
の
湯
が
持
つ
「
根
本
的
性
格
」
を
さ
ぐ
り
た
い
。
そ
の
上
で
こ
の
根
本
的
性
格
が
、
戦
国
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
武
将
や
大
名
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
振
り
返
り
、
さ
ら
に
は
戦
国
期
の
武
将
に
と
っ
て
茶
の
湯
と
は
何
で
あ
っ
た
か
、
を
探
っ
て
ふ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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日
曜
日
、
Ｊ
Ｒ
「
原
宿
」
駅
近
く
を
歩
い
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
る。前の方から竹の子族といわれる頭を黄色に染めた少年
た
ち
が
歩
い
て
き
た
。
日
曜
だ
か
ら
何
の
不
思
議
も
感
じ
ず
す
れ
違
った。ところがである、通りすぎたあと後ろの方で「彼女
－
つ
お
茶
飲
ま
な
い
こ
と
声
が
し
た
。
私
は
思
わ
ず
振
り
返
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
等
が
通
り
す
が
り
の
見
知
ら
ぬ
少
女
た
ち
に
声
を
掛
け
た
こ
と
に
、
驚
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
「
竹
の
子
族
」
は
曲
が
りなりにも現代日本風俗の最先端をいく少年たちである。
そ
の
少
年
を
し
て
少
女
を
誘
う
の
に
、
何
故
、
古
典
的
な
「
茶
を
飲
ま
な
い
」
と
い
う
さ
そ
い
言
葉
を
使
う
の
か
、
と
い
う
点
に
で
あ
る
。
他
に
も
っ
と
彼
等
に
相
応
し
い
「
誘
い
言
葉
」
が
あ
っ
て
も
良
い
は
ず
で
あ
る
。
察
す
る
に
彼
等
に
と
っ
て
は
、
少
女
に
声
を
掛
け
る
時
に
は
、
何
の
言
葉
で
も
い
い
の
で
あ
っ
て
、
て
っ
と
り
ば
や
く
人
を
誘
う
時
に
誰
で
も
が
気
軽
に
使
う
、
「
お
茶
を
飲
も
う
」
と
言
っ
た
だ
け
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
少
年
が
少
女
を
誘
う
名
目
の
茶
（実際に飲むのはコーヒーでも）には、かなり深い意味が
込められている。それは、少女が誘いにのって彼がご馳走
してくれた茶を飲むということは、彼を認識するというこ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
の
茶
は
両
者
を
結
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
茶
が
持
つ
縁
の
媒
介
性
（２）
びつけるシこつかけを作っている。
我
々
が
意
識
せ
ず
に
「
茶
で
も
の
ふ
な
が
ら
」
と
声
を
掛
け
る
と
ぎ
、
そ
こ
に
は
交
際
の
深
浅
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
ん
ら
か
の
結
縁
の
発生がみられるのではないか。これが、本節のテーマであ
る
。
勿
論
、
相
手
と
縁
を
結
ぶ
に
は
、
様
々
な
方
法
が
あ
る
が
、
本
（３）
稿は茶に絞ってこれを考鱈えてゑたい。では、実際に茶が縁
を媒介し得るかを、時代を遡りながら追ってみよう。
③草加における見合いの場合
これからあげる事例は、最近まで、関東一円でお見合い
の
席
に
於
い
て
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
習
慣
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
草
加
市
」
の
例
を
あ
げ
て
み
た
い
。
見合いをしてもよいとなったら、日柄を選んで娘の
家で行なう。大安や友引が好まれ、仏滅や三隣亡の日
は避けた。草加二丁目では、酉の日は吉日だが、寅の
日
は
よ
く
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
大
抵
昼
食
時
に
か
け
て
行
な
うが、昼間では人に見られて恥ずかしいからと、夕食
時にかけて行なうこともあった。（略）婿の一行は、菓
子折を手土産として娘の家に行く。（略）
娘の家では奥座敷に通される。ここで娘の父親と話
をしていると、娘が白湯を運んでくる。青柳町では、
最初からお茶を出すと「オチャになっちゃう（縁談が
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結
婚
の
意
志
を
尋
ね
る
の
で
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
答
え
る
。
同
時
に
、
も
う
一
人
の
仲
人
が
娘
を
別
室
に
呼
び
、
娘と両親の気持ちを尋ねる。（略）「よろしくお願いしま（４）
す」ということで話が決まり、お膳が出される。（略）
Ｉ
（
傍
線
筆
者
以
下
同
じ
）
ｌ
こ
の
よ
う
に
関
東
一
円
で
は
、
茶
が
結
婚
の
諾
否
の
合
図
に
使
わ
れ
て
い
る
。
娘
が
出
し
た
茶
を
飲
む
か
飲
ま
な
い
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
結
婚
が
決
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
の
草
加
の
お
見
合
い
の
茶
に
は
先
の
少
年
た
ち
の
茶
よ
り
も
、
も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
縁
の
媒
介
性
を
認めることが出来る。
②
島
津
義
久
「
礼
茶
」
の
場
合
法
政
史
学
第
四
十
二
号
く
る
。
見
合
い
の
席
で
出
さ
れ
た
お
茶
は
、
市
内
全
域
で
諾
否
飲
ん
で
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
気
に
入
ら
な
い
と
き
に
は
、
「
家
で
よ
く
相
談
し
て
ま
た
来
ま
す
」
と
言
っ
て
帰
り
、
後
で
仲
人
に
結
婚
の
意
志
の
な
い
こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た
、
娘
の
こ
と
が
気
に
入
っ
た
場
合
に
は
お
茶
を
飲
む
こ
と
に
な
っ
こ
わ
れ
て
し
ま
う
）
」
と
言
っ
て
、
必
ず
最
初
は
白
湯
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
白
湯
は
、
娘
の
こ
と
が
気
に
入
ら
な
く
て
も
飲
ん
で
よ
か
っ
た
。
こ
の
後
、
再
び
娘
が
お
茶
を
運
ん
で
て
い
る
。
娘
が
お
茶
を
飲
ん
だ
こ
と
を
見
届
け
る
と
、
仲
人
が
の
サ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
娘
の
こ
と
が
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
天正一一一年三月一一十七日、琉球から六十年ぶりに紋船（あ
やふれ）が薩摩国に到着した。紋船とは、舳が青雀と黄龍の
姿
で
綾
ど
ら
れ
て
い
た
の
で
そ
の
名
が
あ
り
、
琉
球
王
尚
氏
は
、
島
津家の代がわりごとにこの特別の使船を送って慶賀の意を
表わすことを常としていた。この時の紋船は十六代当主島
津義久の襲封を賀し、あわせて前琉球国王尚元の計報と新
国
王
尚
永
の
即
位
の
報
告
を
、
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
普
通
な
ら
ば
直
ち
に
当
主
の
引
見
が
あ
り
、
歓
迎
の
宴
が
（５）
は
か
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の（６）
時
の
薩
摩
の
対
応
は
歓
迎
な
ら
ぬ
糾
問
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点
か
ら
義
久
と
の
謁
見
ま
で
に
何
回
か
の
交
渉
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
本
稿
は
薩
摩
の
琉
球
支
配
を
論
ず
る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
本
稿
が
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
事
件
が
最
終
的
に
「
礼
茶
」
で
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
琉球使節は義久に拝謁した直後に、
過候へ〈、両使御前を退出候、御亭之上評定所にて支
（７）
度替、琉球支度申侯、ｌ略ｌ、
義久は、船頭を下がらせ使僧・使者の二人だけに礼茶を
出している。紋船来着から礼茶に至るまでにどの様な経過
ｌ
略
ｌ
、
使
僧
・
使
者
両
人
者
御
茶
子
参
侯
て
、
礼
茶
被
下
侯、船頭三拝申侯て、やかて退出申侯、ｌ略ｌ、御礼茶
四
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が
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
礼
茶
が
何
を
意
味
す
る
か
を
、
日
次
で
追
っ
て
ふ
た
い
。
一一一月二十七日琉球ノ紋船来着ス
ニ
十
九
日
島
津
氏
奏
者
上
井
覚
兼
・
上
原
長
門
守
ト
共
一
一
琉球使者ノ宿館二使イシ去年ノ条書ヲモ
ッ
テ
詰
問
セ
シ
条
条
ノ
返
答
ヲ
求
ム
四
月
一
日
詰
問
一
一
対
シ
テ
使
者
ノ
釈
明
島
津
氏
ノ
印
判
不
帯
船
許
容
ノ
件
進
物
非
薄
ノ
件
国
吉
丸
脇
船
頭
ヲ
処
刑
ノ
件
二
日
義
久
、
琉
球
使
者
ト
ノ
折
衝
ニ
ッ
キ
津
興
（
広
斎
寺
）
ノ
意
見
ヲ
キ
ク
一一一日義久、琉球〈島津氏ノ領分ナリト言ウ、
近
年
ノ
疎
略
放
任
ス
ベ
ヵ
ラ
ズ
、
軽
薄
ノ
進
物
〈
退
ヶ
使
者
ノ
ミ
引
見
セ
ン
、
使
者
進
物ヲ備
ヘ
ズ
シ
テ
ハ
謁
見
ヲ
遂
ゲ
ガ
タ
シ
ト
陳
ズ
八日使者一一返事ヲ催促ス、使者、雪岑（興国
寺
）
卜
内
談
ノ
ウ
エ
返
答
ス
、
進
物
軽
薄
一
三
リ雪岑ト議シ金三十両ヲ増シ進メントス
九
日
義
久
、
使
者
ノ
私
二
進
物
ヲ
増
サ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
止
メ
シ
ム
ｒｌ茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
十
日
義
久
使
者
一
一
謁
見
シ
、
引
見
後
礼
茶
ヲ
与
ウ
（８）
では、「使者」に供せられた礼茶とは、何を一息味したも
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
る
に
、
第
一
に
領
国
外
か
ら
の
使
者
で
あること。第二に使者・使僧だけに茶が州されているこ
（９）
と。第三に義久謁見まで双方に長い交渉があったこと。第
四
に
こ
の
後
島
津
氏
が
支
配
力
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
従
っ
て、礼茶後に改めて饗宴が催される式次第から、この場合
の茶は「極めて政治性の強い儀礼的な茶」であったという
（、）
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
礼
茶
は
薩
摩
が
琉
球
支
配
へ
乗
り
出
す
（ｕ）
「縁の強制」の象徴であろう。
③入宋僧「成尋」の茶
平安時代最末期に、京都岩倉の大雲寺別当であった成尋
（じょうじん）阿闇梨が、弟子僧七人（聖秀・長明・頼縁
・
快
宗
・
惟
観
・
心
賢
・
善
久
）
を
連
れ
て
、
延
久
四
年
四
月
十
三
日
に
入
宋
し
、
翌
延
久
五
年
六
月
十
二
日
に
五
人
の
弟
子
達
（
頼
縁
から善久まで）に経巻等を持たせて帰国させるまでの、｜
（皿）
年有余を克明に記録した『参天《ロ五（ロ山記」という日記が
あ
る
。
こ
の
日
記
中
に
、
頻
繁
に
茶
の
記
事
が
で
て
い
る
が
、
そ
の
中でも最も多く見られるのが「点（鮎）茶」の記述である。
住持老僧点茶、（延久四年五月十九日）
於國清庁院点茶、（同月二十二日）
四
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大守点茶薬、（同日）
謁子鳩長老有点茶、（同月二十九日）
次入如日文章一房点茶、（同日）
切々相留点茶菓子薬酒、（同日）
数
日
か
ら
引
用
す
る
だ
け
で
、
こ
れ
だ
け
あ
る
。
果
た
し
て
こ
れ
は
な
に
を
示
す
の
だ
ろ
う
。
平
安
時
代
末
期
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
茶
を
飲
む
習
慣
は
殆
ど
知
ら
れ
て
無
い
状
態
で
あ
っ
た
。
茶
と
い
う
物
を
知
り
、
そ
し
て
喫
茶
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
っ
て
く
る
の
は
、
や
っ
と
鎌
倉
時
代
も
中
（旧）
期
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
成
尋
た
ち
は
日
本
国
内
で
茶
に
親
し
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
無
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
入
宋
し
て
以
来
新
し
く
人
に
面
会
す
る
度
に
、
必
ず
そ
の
場
で
彼
等
に
茶
が
点
茶
せ
ら
れ
る
。
こ
の
異
国
の
習
慣
は
、
成
尋
に
と
っ
て
は
驚
き
で
あ
り
、
ま
た
嬉
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
われる。
延
久
四
年
四
月
二
十
六
日
、
杭
州
寧
波
の
都
督
に
赴
い
た
と
き
の
ことである。
二
十
六
日
乙
亥
、
辰
時
詠
共
参
府
献
参
天
台
山
由
申
文
、
於
廊
可
点
茶
由
有
命
、
即
向
廊
喫
茶
、
次
従
都
督
内
以
新
去
茶
院
、
銀花盤送香湯飲了、見物之人済々也、退出了、
成
尋
た
ち
が
都
督
へ
、
旅
行
の
目
的
地
天
台
山
へ
の
旅
行
許
可
を
法
政
史
学
第
四
十
二
号
申請に行ったとき、回廊で点茶がなされた。現在でもセー
ルスマンたちがいうように、営業に行ってお茶がでれば、
（ｕ）
その商一元は成功の方へ一歩前進したも同じ。申睾申した成尋
たちの天台山行しほどなく許可され、五月四日一行は無事
に船出をすることになる。都督回廊で出された茶は二杯
の茶」であっても、成尋にとっては得難い茶であったにち
が
い
な
い
。
従
っ
て
こ
れ
以
降
、
日
記
に
は
至
る
所
で
茶
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
成
尋
に
と
っ
て
は
宋
で
の
旅
行
中
、
誰
に
会
っ
た
の
か
と
い
う
記
録
は
、
立
場
上
非
常
に
重
要
な
事
柄
で
あ
り
、
し
か
もその相手から点茶されたことは、会合が成功したか否か
の証査になったのであろう。
また、仏縁にも注目したい。成尋が訪れた天台山には古
（胆）
今入宋巡礼の僧侶たちが必ず参拝する「石橋」がかかって
い
る
。
橋
の
向
こ
う
に
は
羅
漢
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
一
帯
が
い
わ
ゆ
る
五
百
羅
漢
の
仙
境
と
さ
れ
た
。
成
尋
が
入
宋
途
中
、
東
支
那
海
で
大
風
に
見
舞
わ
れ
た
後
、
今
度
は
反
対
に
良
風
が
吹
か
ず、船人たちが騒動を起こしたとぎ、祈ったのが「子、心
中
不
動
念
、
五
臺
山
文
殊
、
並
一
萬
菩
薩
、
天
台
石
橋
、
五
百
羅
（胴）
漢、念諦数萬遍」であった。
辰陀参石橋、以茶供養羅漢五百十六杯、以鈴杵真言供
養、知事僧驚来告余、八葉蓮華文五百余杯有花文、知
四
四
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本
節
で
は
、
時
代
を
遡
り
な
が
ら
、
三
つ
の
事
例
を
あ
げ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
特
殊
な
例
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
我
々
の
周
り
の
生
活
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
事
例
と
重
な
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
な
ら
ば
、
縁
の厚薄・大小・遠近にかかわらず、日本人が茶という飲永
物
に
触
れ
た
当
初
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
茶
に
は
根
本
的
に
「
縁
を
媒
介
す
る
」
特
質
を
持
っ
て
い
る
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
本
稿
は
「
縁
を
結
ぶ
。
関
係
を
つ
げ
る
。
近
づ
き
に
（卯）
なる。」を「結縁」と称されることから、これを「茶がも
つ
結
縁
性
」
と
定
義
づ
け
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
縁
性
は
茶
ば
かりではなく、「酒」にもあるのである。
本
稿
が
主
題
と
す
る
、
戦
国
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
の
（Ⅲ）
茶
の
湯
は
、
筆
者
が
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
茶
の
場
面
と
酒
の
場
面
の、二幕からなっている。即ち、
現霊瑞也者、即自見如知事告、随喜之涙輿合掌倶下、
こ
の
よ
う
に
茶
を
供
え
て
か
ら
、
羅
漢
現
瑞
を
見
る
の
が
ひ
と
つ
（旧）
の．〈ターンであるが、この例でも、成尋が茶を供』えたこと
に
対
し
て
、
羅
漢
が
現
瑞
で
答
え
る
と
い
う
縁
の
発
生
が
う
か
が
え
（四）
る。だからこそ成尋は一隈したのであろう。
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
事
僧
合
掌
禮
拝
、
小
僧
裳
知
羅
漢
出
現
受
、
現
受
大
師
茶
供
、（ロ）
宗叱被立候、炭なとも宗叱被置候、其後御汁参候て御
（皿）
酒也、ｌ略ｌ、御酒過候へ〈、各罷帰候也、
此
の
史
料
は
、
天
正
十
一
年
ま
だ
薩
摩
国
が
豊
臣
秀
吉
に
制
圧
さ
れ
る
ま
え
、
京
の
茶
の
湯
の
宗
匠
堀
池
宗
叱
が
、
島
津
義
久
家
老
伊
集院忠棟邸で催した茶の湯の有様である。日記の執筆者で
ある上井覚兼は、「御茶一服被下候」と記していながら、
実
際
に
は
茶
の
湯
の
座
で
は
、
酒三返ｏ御湯０菓子ｏ一時退出Ｏ御茶ｏうす茶０炭置
き
０
（
後
段
）
御
酒
と
い
う
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
「
茶
事
」
に
等
し
い
流
れ
に
な
っ
て
いる。以後に出てくる「数寄や茶の湯」が全てこの流れと
一、五日、ｌ略ｌ、
美
共
也
、
其
後
種
女
閑
談
共
過
候
て
、
う
す
茶
に
て
候
、
又
候て、菓子参候也、其後各罷立、》
手洗水仕候也、其後又座二各参侯、
下侯する由候侭参侯、『
申侯間、打烈候てはい鱈
次東雪、堀池弥次郎也、
候、其後亭主指出被成、
也、天目臺なと秘蔵とて被出候間、各別而見申候、褒
者
、
忠
棟
御
子
息
増
喜
殿
只
一
人
に
て
め
さ
れ
候
、
御
湯
参
打烈候てはいり候、其衆、上拙者、次宗叱、
堀
池
弥
次
郎
也
、
先
上
各
風
呂
釜
之
躰
｜
覧
申
此
日
申
刻
計
、
忠
棟
よ
り
御
茶
一
服
被
候
、
御
茶
湯
座
へ
堀
池
宗
叱
案
内
者
被
其後各罷立、暫遠見共申候て、
食
参
候
而
御
酒
三
返
也
、
配
膳
四五 宗
叱
御
茶
立
候
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江
戸
時
代
に
お
け
る
藩
政
初
期
、
つ
ま
り
家
康
か
ら
秀
忠
に
至
る
時
期
は
、
い
ま
だ
戦
国
期
の
文
化
の
遺
風
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
の
期
に
お
い
て
は
茶
の
湯
は
い
か
な
る
働
き
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
⑩
佐
竹
義
宣
の
場
合
慶
長
七
年
五
月
、
山城国伏見に徳川家康に従って滞在して
い
た
、
常
陸
国
五
十
万
石
佐
竹
義
宣
は
、
突
然
に
出
羽
国
秋
田
へ
の
転封を命ぜられた。これは慶長五年の関ヶ原の戦を前に、
上
杉
景
勝
討
伐
を
命
令
さ
れ
な
が
ら
、
景
勝
が
父
の
代
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
故
に
、
進
発
を
逵
巡
し
た
為
の
家
康
の
処
置
で
あ
っ
た
。
た
だちに知らせが常陸国に送られ、三ヶ月で移転が完了した
が
義
宣
は
つ
い
に
常
陸
国
を
見
る
こ
と
な
く
、
転
封
地
秋
田
へ
と
下
同様のものとは言えないが、基本的には茶と簡単な酒肴の
取
り
合
わ
せ
で
行
な
わ
れ
る
、
と
考
え
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
（魂）
れろ。従っ
て
、
本
稿
に
お
け
る
茶
の
湯
は
、
「
茶
」
ば
か
り
で
は
な
く
「
酒
」
も
含
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
茶
の
湯
の
（型）
場
で
の
酒
は
振
舞
い
（
宴
会
）
の
酒
で
は
な
く
て
、
儀
礼
的
な
要
素
に
重
き
を
置
い
た
酒
と
い
え
よ
う
。
二
藩
政
初
期
茶
の
湯
の
役
割
法
政
史
学
第
四
十
二
号
四六
（弱）
っていった。このように、佐竹氏ごとぎ大大名でさ』え配転
頻
繁
な
慶
長
・
元
和
期
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
茶
の
湯
が
、
大
名
達
の
間
で
い
か
な
る
働
き
を
し
た
か
を
追
っ
て
み
よ
う
と
思う。元和五年二月一一十日、徳川秀忠が上洛するにつき、佐竹
義
宣
に
江
戸
へ
上
る
よ
う
に
沙
汰
が
下
さ
れ
た
。
義
宣
は
そ
の
日
の
う
ち
に
、
秋
田
を
出
発
し
て
江
戸
へ
向
か
い
、
三
月
六
日
に
は
江
戸
に
到
着
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
一
月
半
江
戸
に
滞
在
し
て
上
洛
す
る
為
の
準
備
を
進
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
準
備
の
間
を
縫
っ
て
義
宣
は
、
驚
く
べ
き
勢
い
で
幕
府
要
路
、
有
力
家
臣
の
家
に
「
数
寄
（
茶
（妬）
（町）
の
湯
）
」
を
、
も
っ
て
赴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
非
常
に
興
味
深
い
の
で義宣が赴いた家臣とその役職を上げてふたい。
（犯）
〔役職表〕
米
津
田
政
１
台
徳
院
（
秀
忠
）
殿
御
使
番
、
慶
長
九
年
江
戸
の
町
奉
行
、
五
千
石
（一八’一二九）
嶋
田
直
時
ｌ
嶋
田
利
正
、
江
戸
の
町
奉
行
の
兄
（
五
’
一
九
四
）
内
藤
正
重
ｌ
台
徳
院
殿
御
使
番
、
慶
長
十
九
年
御
持
弓
頭
、
二
千
九百石
（一三’一一一一一一一）
今
大
路
親
清
１
台
徳
院
殿
に
つ
か
う
、
幕
府
医
師
、
慶
長
十
三
年
法
印
、
采
地
三
百
石
二○’八九）
森
川
氏
信
１
台
徳
院
殿
に
勤
仕
、
与
力
六
騎
、
歩
卒
五
十
人
支
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配
、
千
石
（一七’八六）
猪
子
一
時
Ｉ
台
徳
院
殿
御
夜
詰
の
衆
（一五’五三）
山
名
豊
国
１
台
徳
院
殿
御
伽
衆
、
六
千
七
百
石
（
二
’
七
九
）
堀田一継１台徳院殿御咄衆、八千八百八十石（二’一二）
朝倉宣正ｌ始め台徳院殿につかう、徳川忠長家老、三千
石
（一一’一二五）
松平正綱Ｉ（大河内）勘定頭（のちの勘定奉行）
五千石（四’三九四）
丹
羽
長
重
ｌ
陸
奥
国
棚
倉
藩
主
、
五
万
石
（一一’三一一一○）
黒田長政ｌ筑前国福岡藩主、五十二万石（七’二○四）
日向政成ｌ与力十騎、足軽五十人、徳川忠長家老、千石
（四’一七九）
中
野
重
吉
ｌ
家
康
老
臣
（一一一一’一一一三九）
久永重勝１台徳院殿につかう、弓頭騎馬同心十人、足軽
五十人、五千一一百石
（一八’八二）
平
野
長
重
１
台
徳
院
殿
老
臣
、
五
百
石
（八’一一一三一）
日野輝資ｌ公家、台徳院殿に泥近、上洛の節従う、采地
千三十石
（’’’’一一二四）
神尾守世１台徳院殿夜話衆、三千十石（一六’一一一四）
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
村瀬重治１台徳院殿御使番、四千石（一六’一○四）
桑山貞晴１台徳院殿付属桑山一直祖父
（’五’三七○）
細川忠興ｌ豊前国中津藩主、大坂の夏冬の陣に功労、三
十
九
万
九
千
石
（一一’三○五）
以上が訪問先の主たる幕臣・大名・陪臣の役職である。
義宣が三月十日から四月九日まで、一か月間に数寄で訪問
をしたのは、二八件にもなる。いかに茶の湯が好きといっ
て
も
こ
の
数
は
尋
常
な
数
で
は
な
い
。
な
に
か
別
な
目
的
が
あ
る
は
ずである。右の役職表を見て気づくのは、秀忠に直接つか
えた譜代の家臣たちが中心であることだ。石高はせいぜい
五千石前後の旗本でも握っている実権は強い。とは言え－一
十万石の大藩の大名が自ら足を運んで、「茶を飲糸」に行
く
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
これには、佐竹藩の時代背景が関連していよう。佐竹義
宣が秋田に移されてから、元和五年まで既に十八年たって
いる。秋田も落ち着いたのではないかと思われるが、実際
はそれどころでは無かったのである。簡単に秋田移封から
元和までを振り返ってふると、次のようになる。
慶
長
五
年
九
月
関
ヶ
原
の
戦
七
年
五
月
佐
竹
義
宣
秋
田
に
移
封
四七
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二
年
四
月
徳
川
家
康
没
佐
竹
義
宣
参
府
三年六月徳川秀忠上洛のため江戸を立つ、佐竹義
宣
こ
れ
に
先
だ
ち
上
洛
す
五
年
五
月
徳
川
秀
忠
上
洛
の
た
め
江
戸
を
立
つ
、
佐
竹
義
宣
こ
れ
に
先
だ
ち
上
洛
す
以上、幕府の政治情勢の変化と、佐竹氏の内政の動きを
簡単に記してゑた。移封後佐竹氏にとっては、秋田の整備
が第一であったであろうが、本稿が追う所では無いのでこ
れ
は
掴
く
が
、
慶
長
期
全
般
に
わ
た
っ
て
、
根
強
い
在
地
勢
力
の
一
法
政
史
学
第
四
十
二
号
十
二
年
二
月
駿
府
築
城
、
家
康
江
戸
よ
り
移
る
佐竹義宣、院内銀山より幕府運上を始め
る
十
九
年
十
月
大
坂
久
へ
の
陣
、
佐
竹
義
宣
参
陣
二
十
年
四
月
大
坂
夏
の
陣
、
豊
臣
氏
滅
亡
元
和
元
年
七
月
武
家
諸
法
度
・
禁
中
並
公
家
諸
法
度
・
諸
宗
総
本
山
の
諸
法
度
を
定
め
る
八年二月五月
十
月
九年八月
十
年
四
月
十二年二月
徳
川
家
康
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
、
幕
府
を
開
く
佐
竹
義
宣
、
神
明
山
に
築
城
を
始
め
る
秋
田
領
内
総
検
地
築
城
完
成
、
城
下
町
建
設
を
始
め
る
夷大将一一一一⑪
■ ■
掃と近隣諸国との境界トラブル、銀山の開発運営など、山
（”）
積する問題の解決に多くの時間とその努力が払、われた。
しかし、秋田藩にとって何より重要なのは、江戸幕府と
の良好な関係の維持であろう。ところが慶長から元和期に
かけては、その江戸幕府に於いてさえ、大きな時代の変化
が起きた時代であった。右を見ても分かるように、慶長期
は徳川家康の幕府形成模索の時期であり、大坂冬・夏の陣
そして徳川家康が没した後は、徳川秀忠の新しい政治確立
の時代であった。
ま
た
、
こ
の
時
代
は
秋
田
藩
に
限
ら
ず
、
他
の
各
大
名
た
ち
が
最
も恐れたのは幕府による改易であった。慶長期、徳川家康
の
代
に
は
最
初
に
豊
臣
系
の
大
大
名
（
例
え
ば
小
早
川
秀
秋
ｌ
備
前
国岡山・豊臣秀頼Ｉ摂津国大坂）達から改易が始められた。
その数二十八家。改易は、徳川一門・譜代大名にまで及び、
（卯）
その数十一二家に達した。この政策で一兀和堰武を迎えたが、
徳川秀忠の代になっても転封策はつづけられた。「秀忠時
代は、その晩年に至ってようやく大名配置に変化が乏しく
なったが、元和二年以降譜代・外様大名とも激しい転封を
う
け
、
こ
れ
に
よ
っ
て
家
康
時
代
の
大
名
配
置
は
全
く
一
変
す
る
に
（弧）
至ったのである」。このように、慶長。｜兀和という時代は、
大
名
た
ち
に
は
と
っ
て
戦
女
恐
女
た
る
時
代
で
あ
っ
た
。
四八
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以
上
の
よ
う
な
、
秋
田
藩
を
囲
む
時
代
背
景
を
考
え
る
時
、
元
和
五
年
に
佐
竹
義
宣
が
江
戸
滞
在
中
に
一
行
な
っ
た
「
数
寄
」
に
は
、
は
っ
き
り
と
政
治
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
特
に
秀
忠
の
側
近
は、家康のそれが新参譜代や豪商・学者などを含んでいた
の
に
く
ら
べ
、
秀
忠
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
の
譜
代
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
（犯）
ている。義一且がまつ先に訪問した米津田政（よれきったま
き
）
も
、
家
康
在
世
中
か
ら
の
「
江
戸
将
軍
政
治
」
に
属
す
る
八
名
（羽）
中の一人であった。こうした上級家臣と大名のつながり、
す
な
わ
ち
大
名
た
ち
と
幕
臣
の
関
係
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
細
川
氏
の
場
合
、
幕
府
と
り
わ
け
土
井
利
勝
と
の
間
で
は
、
元
和
後
期
か
ら
加
々
爪
忠
澄
や
内
藤
正
重
と
い
っ
た
幕
臣
が
、
取り次ぎとして動くことが多かった。たとえば、参府が免
除
さ
れ
た
時
、
細
川
氏
は
、
利
勝
へ
は
い
つ
も
通
り
の
進
物
で
は
な
く
、
忠
澄
や
正
重
に
相
談
し
て
特
別
な
進
物
を
あ
つ
ら
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
細
川
氏
が
い
か
に
ふ
る
ま
え
ば
よ
い
か
、
脇
よ
り
入
れ
知
恵
を
し
て
く
れ
た
の
が
、
こ
れ
ら
の
幕
臣
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
幕
臣
の
存
在
は
、
大
名
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
（鋤）
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
改
め
て
、
義
宣
が
数
寄
に
訪
れ
た
先
の
役
職
表
を
見
て
ふ
る
と
、
佐
竹
と
幕
臣
た
ち
の
繋
が
り
が
、
は
っ
き
り
と
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
特
に
前
半
は
秀
忠
に
つ
か
え
た
譜
代
の
幕
臣
に
集
中
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
し
て
い
て
、
義
宣
が
い
か
に
幕
臣
に
気
を
つ
か
っ
て
い
る
か
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
米
津
田
政
・
嶋
田
利
正
（
江
戸
の
町
奉
行
）
は
佐
竹
家
と
は
、
非
常
に
関
連
が
深
く
、
こ
の
後
も
饗
を
振
舞
（弱）
（妬）
ったり、贈り物には必ず名一別があがっているほどである。
さて、煩しさをおして、論題とは外れた政治・時代背景
を
見
て
き
た
。
そ
れ
は
、
ひ
と
え
に
義
宣
が
、
江
戸
滞
在
を
利
用
し
て出来る限り幕臣や、秀忠側近と縁を繋ごうとする理由を
知る為であった。そうすることによって、「ならば何故、幕
臣
を
訪
ね
る
の
に
数
寄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
問
題
が
新
た
に
浮
き
あ
が
っ
て
く
る
。
常
識
で
考
え
る
と
「
振
舞
」
が
相
手
を
も
て
な
す
に
は
一
番
良
い
方
法
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
義
宣
は
幕
臣
の家に自分から数寄に行っているのである。これをどう理
解
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
「
物
理
的
に
ゑ
て
連
日
の
宴
会
は
身
体
的
に
と
っ
ても無理である。二、慶長二十年発布の「武家諸法度」にも
（幻）
見られるように「可制群飲快勝事」の時代であった。二一、
従
っ
て
、
先
に
記
し
た
よ
う
な
儀
礼
的
な
茶
の
湯
の
流
れ
な
ら
ば
、
節
度
の
あ
る
訪
問
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
本
項
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
四
、
当
時
に
あ
っ
て
数
寄
（
茶
の
湯
）
が
、
幕
府
や
大
名
た
ち
の
間
で
「
互
い
の
関
係
確
認
（
御
挨
拶
と
の
最
良
の
方
法
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
四九
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い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
茶
が
も
つ
結
縁
性
は
こ
こ
で
は
政
治
的
に
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
②
木
下
延
俊
の
場
合
佐
竹
義
宣
が
元
和
五
年
、
江
戸
在
府
中
数
寄
の
為
に
、
幕
臣
の
間
を
駆
け
回
っ
た
こ
と
は
前
項
に
書
い
た
。
こ
の
よ
う
に
義
宣
が
数
寄
で
幕
臣
を
訪
問
す
る
よ
う
な
例
は
、
元
和
五
年
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
（犯）
が
、
元
和
三
年
上
洛
の
際
も
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
元
和
七
年
（羽）
の
参
勤
の
折
に
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
単
に
義
一
具
だ
け
の
特
殊
な
例
で
は
な
く
、
他
の
大
名
た
ち
も
江
戸
滞
在
中
に
は
、
ほ
ぼ
似
た
よ
う
な
行
動
を
し
て
い
た
こ
と
を
、
前
項
を
補
強
す
る
た
め
に
あ
げ
て
お
き
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
茶
の
湯
が
藩
政
初
期
に
、
い
か
に
重
要
な
結
縁
手
段
と
し
て
、
広
く
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
か
が
、
歴
史
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
思
う
か
らである。
い
ま
だ
豊
臣
秀
頼
が
在
世
中
、
秀
吉
の
正
室
お
称
（
北
政
所
・
高
台
院
）
の
甥
に
あ
た
る
木
下
延
俊
の
、
慶
長
十
八
年
の
一
年
間
の
行
（い）
状
を
記
し
た
日
記
『
木
下
延
俊
慶
長
十
八
年
日
次
記
』
が
あ
る
。
延
俊
は
、
高
台
院
の
兄
木
下
家
定
の
三
男
で
あ
る
。
当
時
は
、
豊
後
国
日出（ひじ）藩一一一万石を与えられていた。当年延俊は三十
七
歳
、
正
月
を
江
戸
で
過
ご
し
、
二
月
四
日
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
徳
川
家
康
の
い
る
駿
府
を
経
由
し
て
京
都
に
約
四
カ
月
滞
在
。
法
政
史
学
第
四
十
二
号
六月末、豊臣秀頼の大坂城に立ち寄って海路豊後国に向か
（似）
い、七月五日に日出に到着した。その正月から二月四日ま
での、江戸滞在中の様子を見ると次のようである。
慶
長
十
八
年
正
月
元
日二日
江
戸
城
へ
出
仕
、
三
日
延
俊
、
細
川
忠
利
、
稲
葉
典
通
ら
を
振
舞
う
、
四
日
延
俊
、
本
田
正
信
へ
振
舞
い
に
出
る
、
五
日
茶
の
湯
延
引
、
ｌ
‐
．
十
一
日
十
二
日 十九
日日
八七
日日
六
日
大
久
保
忠
隣
邸
へ
す
ぎ
（
朝
）
、
都
筑
為
政
へ
御
Ｉ
酒
井
忠
世
「
昴
一
山岡三皐長『
出、 岡田
利
治
‐
翌
将
軍
様
上
様
御
手
前
二
而
御
茶
、
次
二
御
す
ミ
ニ
度
主
て
こ
と
村
瀬
重
怡
へ
御
茶
湯
一
一
御
座
侯
、
昼
は
古
田
織
部
茶湯二御出、
に
三
か
い
ヲ
見
物
仕
候
へ
と
の
御
こ
と
に
御
座
候
、
石
川
康
長
へ
す
ぎ
一
一
御
座
候
、
へ御越し侯、（帆） （鞭
）
Ｉ
/へ／へ
4５４４
ミーノ、-ノ
御茶湯二御座候、
邸
へ
茶
湯
、
土
井
利
勝
邸
へ
振
舞
い
に
御
邸数寄一一御越被成候、
へ御茶湯二御座候、
五○
（妬）
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Ⅱ
十
四
ｐ
Ｈ
青
山
成
重
邸
へ
茶
の
湯
、
十
五
日
稲
葉
典
通
邸
で
朝
の
振
舞
、
本
田
忠
朝
邸
振
舞
、
ｌ
金
■
十
六
［
ロ
花
一
房
左
衛
門
尉
殿
へ
御
茶
湯
、
■
■
万
十
七
［
口
安
藤
重
信
邸
へ
御
茶
湯
二
御
出
、
十
八
日
「
今
日
は
殿
様
御
情
遣
と
て
、
何
方
へ
も
御
茶
湯
二
無
御出之候、」
十九日小笠原秀昌へ御振舞一一御出、
二十日今朝は青山石見殿へ御振舞一一御出、
ｌ
ど
こ十一一一日土方雄重へす『き二御出、
二
十
五
日
青
山
石
見
邸
へ
御
振
舞
ｌ
…
’
二
十
七
日
脇
坂
安
一
兀
へ
数
寄
二
御
出
、
二
月
四
日
帰
国
の
た
め
江
戸
を
出
発
、
慶
長
十
八
年
は
、
徳
川
家
康
の
大
御
所
時
代
で
あ
る
か
ら
、
延
俊
（卵）
は正日狙の最初の数寄に徳川家康の譜代家臣で老職の大久保
忠
隣
邸
に
赴
い
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
以
後
は
、
連
日
の
よ
う
に
幕
臣
を訪れるのは義宣の場合と同じである。大名たちにとって
家
康
や
秀
忠
の
側
近
た
ち
と
の
意
思
疎
通
を
は
か
る
こ
と
は
、
保
身
の
意
味
か
ら
も
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
に
も
茶
の
湯
が
、
両
者
を
仲
介
す
る
と
い
う
意
味
で
、
政
治
的
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
以上二例を刀もって、全ての大名の数寄を代表すべき＄）の
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
安
土
・
桃
山
期
に
茶
の
湯
が
政
治
・
経
済
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
周知のごとくである。従って茶の湯の歴史に関しては他の
（町）
研究書や史料に譲るが、本稿がキーワードにする茶が持つ
結縁性が、戦国の世にどのように関わったのかを探ってふ
たい。前節で、慶長・元和期の大名たちが茶の湯に結縁性を認
め、幕臣との交流に数寄をもって手段としたと記して来た。
藩政初期の大名や幕臣たちの、この茶の湯に対する意識
は
、
徳
川
の
治
世
に
突
然
に
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れは当然のことながら否である。徳川家康や秀忠、そして
江戸時代まで生き残った多くの大名たちが、戦国・織豊期
を通じて自然に体得したものの一つであろう。
⑪博多豪商神屋宗湛の場合
とは一一一一口えないが、少なくとも、藩政初期に於いて、茶の湯
は
大
名
と
幕
府
、
ま
た
は
大
名
間
の
意
思
疎
通
を
は
か
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
それは逆に、茶に「結縁性」という根本的性格がなげれ
ば
、
こ
の
よ
う
な
役
目
は
果
た
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
は
っ
き
り
と示唆していると思われるのである。
三
茶
の
湯
の
結
縁
性
と
戦
国
武
将
五
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天正十五年正月、薩摩国島津義久が九州を平定せんが勢
いで北部九州を狙っていたおり、博多の豪商神屋宗湛は大
坂城に招かれた。正月三日の茶の湯で、初めて豊臣秀吉に
拝謁する宗湛は、まず広間に通された。
先広間一一各同前二罷居也、奥ヨリ石田治部少輔トノ御
出有テ、宗湛一人ハカリヲ御内二被召連、御茶湯ノヵ
サリヲー返拝見サセラレ候、
その後、堺衆五人と一緒になり、又御飾りを拝見してい
ると、秀吉が入って来て、
筑紫ノ坊主ハドレゾト御尋被成候得〈、是ニテ侯ト
宗及御申侯、被仰出一一〈、ノコリノ者ハノヶテ、筑
紫ノ坊主一人二能ミセョトノ御定候条、堺衆ミナ縁
二出テ、宗湛一人拝見仕、ソノ後又エソニ罷出、シ、ハ
ラク後飾ヲ見申也、
と、初めての拝謁にもかかわらず宗湛は堺衆とは違って特
別に厚遇された。その後は大名衆と一緒に「筑紫ノ坊主一一
メシヲクワセロ」や、
御
茶
ノ
時
一
一
、
関
白
様
御
立
ナ
ガ
ラ
被
成
御
定
ニ
ハ
、
多
人
数
ナ
ル
ホ
ド
ニ
、
一
服
ヲ
三
人
シ
、
ノ
メ
ャ
、
サ
ラ
バ
ク
ジ
取
リ
テ
次
第
ヲ
定
ヨ
ト
被
仰
出
候
へ
〈
、
ｌ
略
ｌ
、
御
茶
キ
コシメサル、時、ソノックシノ坊主一一四十石ノ茶ヲ一
法
政
史
学
第
四
十
二
号
服トックリト飲セョト被仰出候ホトーー、宗易手前一一
（詔）
参、一服被下候也、
と特別扱いされたのである。これは秀吉が茶の湯の場を政
治的に利用したのだが、このように、秀吉が博多の商人に
破格の処遇を与えたのは、島津征討を意識してのことであ
るが、さらに九州平定後に、朝鮮出兵の計画をもっていた
（”）
からで‘もあった。この大坂城の場合は、茶の湯の結縁性よ
りも政治的な配慮の方が強く意識されているが、宗湛が茶
を通じて秀吉に本当の縁を感じたのは次のシーンである
アワ。
天
正
十
六
年
十
九
日
朝
箱
崎
御
陣
所
ニ
テ
（印）
一関白様一一御《云事
宗
湛
宗
室
両
人
御数寄屋三畳敷、エソナシ、一一枚障子二上ニァヶ
マド、六尺ノオシ板有、此路地ノ入〈、外ニク、
リヲハイ入テ、トヒ石アリ、ｌ略ｌ、ハネ戸マテ
参
侯
へ
八
、
内
ヨ
リ
関白様ショウジ御アヶナサレテ、ハイレャト御コ
エタカーー御定侯也、イマダ暗シテ、座敷ノ内モ不見
分
、
ｌ
略
ｌ
、
サ
侯
テ
、
内
ヨ
リ
被
成
御
出
テ
、
茶
ヲ
ノモウカト御定候テ、シキ肩衝ヲ四方盆ニスヘ、
井戸茶碗二御道具入テ、水覆、可釧切ニテ御手前
五
一
一
Hosei University Repository
也、御茶タテラレテ後一一、此肩ツキヲ御手ニモタ
セラレテ、両人ノモノヲ御ソバーー被召寄、是ヲ見
（Ⅲ）
ョ、此薬有ユエニ、シギト一万ソト御定候也、
公
式
の
場
で
は
平
伏
し
て
面
を
あ
げ
る
こ
と
も
で
き
な
い
が
、
茶
室でむかい合うときは、秀吉が宗湛たちに茶を立てる。公
式
の
広
間
で
は
、
家
臣
た
ち
は
一
段
低
い
と
こ
ろ
に
は
な
れ
て
い
る
が
、
狭
い
茶
室
で
は
、
同
じ
畳
の
う
え
に
手
が
届
く
近
さ
に
座
っ
て
い
る
。
静
寂
の
な
か
で
、
く
つ
ろ
い
だ
気
持
ち
に
な
り
、
広
間
で
は
（皿）
話
せ
な
い
よ
う
な
こ
と
ｑ
も
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
服
の
茶
と
は一一一一口いながら、それがもたらすものは非常に大きいといえ
ｒごっ。
②
戦
国
武
将
と
茶
そ
れ
で
は
茶
の
湯
が
何
故
戦
国
武
将
た
ち
に
よ
っ
て
好
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
節
の
茶
の
湯
が
も
つ
静
寂
重
厚
な
雰
囲
気
も
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
も
っ
と
別
な
根
本
理
山
が
あ
っ
て
良
い
は
ず
で
あ
る
。
山上宗二は茶の湯に招かれたときの「蓉人振りの事」条
で
二
座
ノ
建
立
」
を
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
常ノ茶の湯ナリトモ、路地一一入ヨリ出ルマデ、一期一一（田）
一度ノ会ノャウニ、一苧主ヲ可敬長、世間雑談無用也、
と書き残している。山上宗この「一座ノ建立」とは、「茶の
湯
を
成
功
さ
せ
る
為
に
、
互
い
に
亭
主
・
客
同
士
で
敬
い
あ
い
、
そ
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
の一会を誠心誠意一座建立しなさい」という意味に使って
い
る
が
、
小
稿
は
逆
に
、
．
座
を
建
立
す
る
為
に
茶
の
湯
を
催
す
」
と
こ
の
一
座
建
立
を
理
解
し
た
い
。
今
ま
で
茶
の
湯
の
結
縁
性
を
論
じてきたが、茶に結縁性があるからこそ、一座の建立がで
き
る
の
で
あ
る
。
先
に
、
林
屋
辰
三
郎
氏
は
「
一
味
同
心
」
と
い
う
宗
教
語
を
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
中
世
民
衆
に
広
ま
っ
た
茶
寄
合
に
つ
い
て
、
二味同心」という一一一一口葉は、いうまでもなく、鎮守の
社頭において神水をくゑかわす、古い起請の方式に由
（“）
来する団結を現わすものである。ここに於いて、この
時期に民衆の間に広まった「茶寄合」について、私は
こ
の
．
味
同
心
」
の
理
想
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る。｜碗の茶の味わいに結ばれる会衆の心は、主さし
（筋）
く一味同心に他ならなかったと思う。
と述べられた。これこそ茶がもつ結縁性の結果と思われ
る。茶に結縁性があるからこそ、。味同心」が生きてく
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
氏
の
い
う
一
味
同
心
に
は
、
中
心
に
宗
教
が
存在する。ところが戦国期に入って神仏が否定されると、
宗教のかわりに茶の結縁性がそれに取って変わるようにな
ったのではないか。そして戦国の武将たちが茶の湯にもと
めたものがこれに他ならない。下剋上の時代、互いの関係
五
一
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を確認する最高の手段として茶の湯がその具として求めら
れたのではないだろうか。
もう一つ忘れてならないのは、戦国期をリードする武
将、例えば織田信長が茶の湯を個人的にも政治的にも催す
（師）
からである。周知のとおり茶の湯は現在でもそうであるが、
専門的な知識と訓練を必要とする。茶室で時の政権を担う
人物を前にするとぎ、武将たちは恥をかぎたくないと思う
のが当然である。したがって、茶の湯が出来るか出来ない
かは、武将個人の承ならず、家の問題にもなっていくので
ある。織田信長に茶の湯に招かれた場合、茶を知らないで
は
通
じ
な
い
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
政
権
担
当
者
と
膝
を
交
え
て
茶
を
喫
し
縁
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る。これは戦国の世を生きる為には非常に重要なことであ
る。こうして見るならば、戦国の武将たちが茶の湯に一生
懸命になったのもうなずけるのである。
③
戦
国
型
茶
の
湯
の
終
焉
①
第
一
の
徴
候
藩
政
初
期
、
茶
の
湯
が
大
名
と
幕
臣
と
の
間
に
あ
っ
て
、
大
き
な
役割をはたしたのは前節で述べたとおりである。しかし、
こ
う
し
た
暗
黙
の
内
に
互
い
を
確
認
す
る
方
法
は
、
政
治
が
不
安
定
な
間
は
役
に
た
つ
が
、
政
治
形
態
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
と
役
に
た
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たなくなってくる。それが徳川家光政権の誕生であった。
寛
永
十
二
年
十
月
、
家
光
の
幕
閣
首
脳
部
の
新
し
い
陣
容
が
そ
ろ
い、前年三月には老中・若年寄の職務規定もきめられた。
老中の職掌の中に、
（印）
一
国
持
衆
総
大
名
一
万
石
以
上
御
用
並
び
御
訴
訟
之
事
と
あ
っ
て
、
大
名
か
ら
の
軽
微
な
進
物
の
取
次
ぎ
を
も
含
め
た
政
務
に関して合議を命じ、しかるべき地位にない幕臣は大名に
（閉）
幕
府
の
触
れ
等
を
伝
達
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
老
中
衆
に
物
を
申
す
時
は
、
人
を
仲
介
し
て
申
さ
ず
直
接
に
申
せ
、
少
し
の
事
は
使
者
に
て
申
せ
」
と
い
う
指
示
も
な
さ
れ
た
。
秀
忠時代は、幕臣の活動が活発で、彼等を通さないと訴訟や
嘆
願
が
簡
単
に
は
取
り
上
げ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
名
と
老
中
の
直
接
交
渉
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
幕臣と大名の交渉を止めようとする政策はあったが、家光
政
権
期
を
通
じ
て
大
名
と
幕
臣
と
の
交
際
は
つ
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
幕
臣
も
今
ま
で
の
よ
う
な
便
宜
は
図
れ
な
く
な
っ
（的）
たと思われる。
②
第
二
の
徴
候
前
節
で
の
べ
た
が
、
政
権
担
当
を
す
る
徳
川
秀
忠
と
家
光
そ
し
て
四
代
将
軍
家
綱
の
茶
の
湯
に
対
す
る
態
度
の
変
化
が
大
き
な
徴
候
と
してあげられる。『徳川実紀』の編集者の記載方法の変遷
五四
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あ
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
徳
川
実
紀
』
に
見
ら
れ
る
茶
の
湯
の
記
事
を
概
観
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
秀
忠
期
ｌ
毎
年
春
秋
二
回
大
名
を
召
し
て
茶
を
脇
う
こ
と
が
多
い。例、窕永五年三月一一十一一日・同年八月十四日。
（、）
十
六
日
家
光
期
Ｉ
寛
永
十
六
年
ま
で
は
大
名
に
茶
を
賜
う
こ
と
が
あ
っ
た
（Ⅵ）
が
、
そ
れ
以
後
は
少
な
く
な
る
。
し
か
し
家
光
は
茶
の
湯
は
好
き
で
度
々
江
戸
城
西
丸
・
二
の
丸
の
茶
室
で
茶
（犯）
事を催している。
家
綱
期
ｌ
茶
の
湯
の
記
事
は
非
常
に
少
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
寛
永
中
期
頃
ま
で
は
、
江
戸
幕
府
は
茶
の
湯
を
大
名
を
も
て
な
す
た
め
に
公
に
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
私
的
文
化
と
し
て
楽
し
み
の
た
め
に
催
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
先
述
し
た
よ
う
に
政
権
担
当
者
の
茶
の
湯
に
た
い
す
る態度が変化すれば、大名や幕臣たちの茶の湯もしだいに
変
化
し
て
い
く
の
も
当
然
と
思
わ
れ
る
。
③
第
三
の
徴
候
これまで活躍してきた千利休の弟子たち、古田織部・小
堀遠州・片桐石州ら茶道師範と呼ばれる人物たちの役割が
（ね）
終わった。これら二一人はいわゆる幕府の茶道役として茶の
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
現在も茶の湯は多くの人女によって継承されている。し
かし、歴史上に行なわれた茶の湯は、男性を中心にすこぶ
る活気がふられるのである。同じ茶の湯なのに何故かくも
隔
た
り
が
あ
る
の
か
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
時
に
、
原
湯
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
勿
論
、
江
戸
幕
府
に
は
中
野
笑
雲
と
い
う
（河）
茶道頭はいるが、彼は実務者であって茶道師範ではない。
古田織部らは、幕府流の茶道を作り、それを大名や幕臣に
教える立場で活躍したのである。これが片桐石州を最後に
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
実
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か。大名茶のスタイルを完成させたので、彼らの使命は終
（市）
わった、という論もあるが、それだけであるとは考陰えられ
ない。本稿は政治的（家の問題に関わるほどの真剣な）茶
の
湯
の
需
要
が
大
名
た
ち
の
間
で
少
な
く
な
っ
た
為
だ
と
考
え
た
い。以上、三つの徴候を総合して考え合わせると、戦国期か
ら続いて来た政治的結縁性重視の茶の湯（Ⅱ戦国型茶の
湯）は、寛永期を機に文化的な要素を中心とした、趣味性
の強い茶の湯へとしだいに変貌していく姿が、浮き彫りに
されて来るのである。
お
わ
り
に
五五
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宿
「
竹
の
子
族
」
の
件
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
「
良
縁
」
こ
れ
こ
そ
戦
国
の
武
将
た
ち
が
、
日
々
求
め
続
け
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
発
端
で
あ
っ
た
。
「
結
縁
性
」
こ
そ
が
、
戦
国
期
を
通
じ
て
武
将
た
ち
が
茶
の
湯
を
好
ん
だ
最
も
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
戦
国
期
は
室
町
時
代
の
権
威
や
、
心
の
よ
り
所
で
あ
っ
た
宗
教
が
否
定
さ
れ
、
戦
い
に
於
い
て
は
親
兄
弟
と
い
え
ど
も
一
裏
切
ら
ざ
る
を
得
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
「
茶
を
出
す
方
と
飲
む
方
」
に
結
縁
性
が
生
ま
れ
る
現
象
を
見
つ
け
た
武
将
た
ち
は
、
互
い
の
関
係
確
認
の
為
に
茶
の
湯
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
数
人
で
茶
の
湯
を
行
な
う
場
所
の
必
要
性
が
う
ま
れ
、
距
離
的
に
も
個
人
と
個
人
が
最
も
親
密
に
な
れ
る
、
小
座
敷
が
自
然
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も戦国の世は逃れても逃れても常に「死」が背景にある。
そ
の
た
め
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
茶
の
湯
の
美
は
美
術
的
価
値
観
よりも、精神的なものにより比重が置かれる「わび」の美
へと傾倒していった。こうした性格をもつ茶の湯を、表面
的な政治よりも、裏面的に政策上活用したのが織豊政権で
あ
っ
た
。
ス
テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
化
は
こ
の
時
点
で
生
ま
れ
た
現
象
であるが、この影響は江戸時代まで及び、藩政初期しきり
に茶の湯が催されたことは、既に述べたとおりである。し
かし、寛永期以降家光の幕閣が編成され、戦国の世を経験
法
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しない老中による、純粋な官僚政治が行なわれるようにな
る
と
、
戦
国
型
の
結
縁
性
重
視
の
茶
の
湯
は
不
必
要
に
な
り
、
し
だ
い
に
茶
の
湯
は
趣
味
化
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
後
の
茶
の
湯
は
、
文
化
的
な
面
で
後
世
に
長
く
伝
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
注（１）米原正義「戦国武将と茶の湯』（淡交社、昭和六十一年
一一月二十二日）二一六ページ。
（
２
）
原
宿
に
お
け
る
竹
の
子
族
の
話
は
、
本
稿
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
もので「状況説明」として出すもので資料とはしない。
（３）八茶Ｖには、単なる飲料としての茶と、意識的に茶を人
に
飲
ま
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
茶
と
の
二
通
り
あ
る
。
本
稿
が
茶
と
表
現
す
る
場
合
は
、
断
わ
ら
な
い
限
り
後
者
を
指
す
。
（４）『草加市史（民俗編）』（昭和六十二年一一一月九日）六二四
ページ。
（５）上原兼善『鎖国と貿易ｌ薩摩藩の琉球貿易‐』（八重
岳書房、昭和五十六年十一月二十五日）二ページ。
（６）『上井覚兼日記』（大日本古記録）天正三年一一一月二十七
日。
（７）注（６）天正三年四月十日。
（８）八礼茶Ｖ『上井覚兼日記』注（６）には、礼茶の記事が他
に一件ある。天正二年十月二十日の条・
（９）『上井覚兼日記」注（６）天正二年十二月五日、肥後志岐
領
主
鎮
経
が
、
天
草
領
主
天
草
鎮
尚
と
島
津
義
虎
と
の
義
絶
を
機
五六
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に、島津義久に通ずる為に、正興寺・湯之浦入道二名の使
者
を
た
て
た
時
に
も
、
義
久
は
面
会
の
後
使
僧
ば
か
り
に
茶
が
供
せ
られた。
（、）拙稿「戦国末期薩摩の茶の湯」（『藝能史研究」九六）二
二ページ。
（
ｕ
）
喜
舎
場
一
隆
「
あ
や
船
考
ｌ
島
津
氏
琉
球
支
配
へ
の
経
緯
ｌ
」
（『日本歴史』二四一）六五ページ。
（⑫）「参天台五台山記」（改定史籍集覧、第二六冊）。
（⑬）拙稿『関東往還記』に云う〃諸茶〃について」（「茶湯』
十七、本芽文庫）二七ページ。
（
ｕ
）
八
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
言
葉
Ｖ
「
生
命
保
険
の
場
合
、
団
体
と
個
人
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ち
が
い
に
言
え
ま
せ
ん
が
、
お
茶
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
心
の
通
じ
あ
い
を
示
す
こ
と
で
す
の
で
、
契
約
へ
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
」
三
井
生
命
保
険
相
互
会
社
、
人
事
部
能
力
開
発
室
副長関志津子氏。
（嘔）多田侑史『数寄』（角川選書、昭和六十年七月三十日）二
四二ページ。
（肥）「参天台五（口山記』注（、）、延久四年三月二十一日。
（Ⅳ）「参天台五台山記』注（皿）、延久四年五月十九日。臨川
書
店
「
改
定
史
籍
集
覧
本
」
昭
和
五
十
九
年
四
月
二
十
五
日
復
刻
版
に
は
、
五
月
二
十
九
日
と
あ
る
が
、
前
後
の
日
付
か
ら
十
九
日
と
した。
（肥）八石橋羅漢供Ｖ
「
栄
西
」
ｌ
『
元
亨
釈
書
」
（
国
史
大
系
）
四
二
ペ
ー
ジ
．
茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
「俊荷」ｌ『泉涌寺不可棄法師伝』（「続群書類聚」巻
二一七）四五ページ。
「圓明」ｌ『鷲峰開山法燈圓明国師行實年譜』（「続群
書類聚」巻一三七）一一一五一ページ。
「弧峰」ｌ『弧峰和尚行實』（「続群書類聚」巻一一三五）
五六九ページ。
「無文」ｌ『深奥山方広開基無文選禅師行業』（「続群書
類聚」巻二一一一八）六五○．ヘージ。
（四）拙稿「鎌倉時代「茶」の普及についての一考察」（「法政
史学』一一一四号）三一ページ。
（卯）八結縁Ｖ『大漢和辞典』（大修館書店）八巻一○三一一一ペ
ージ。
（、）注（、）、一九ページ。
（狸）『上井覚兼日記』（大日本古記録）天正十一年三月五日。
（羽）『梅津政景日記」（大日本古記録）元和五年六月四日「尾
張様一一而御振舞、御数寄屋――て御茶迄御立被成候由、屋形
様御物語有」
（型）八振舞Ｖ『日術辞書』（岩波書店）可ご丙昌室フルマィ
（振舞）招宴、司己両ロー邑○のご困己（振舞をする）宴会
を催す。
（邪）『秋田県史』第二冊（歴史図書社、昭和五十五年九月二
十五日）「天英（義宣）公紀」
（配）八数寄Ｖは「梅津政景日記』（注泌）寛永五年九月十七
日
に
、
二
、
明
日
御
茶
両
屋
形
様
へ
可
被
進
由
」
と
あ
っ
て
、
同
五七
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日
条
に
。
、
両
屋
形
様
明
朝
御
数
寄
之
為
御
礼
輿
、
御
登
城
」
と記されていることから、数寄は、茶の湯であることが分
かる。
（”）注（羽）史料、第四巻一一一七ページより五八ページ。
（犯）『寛政重脩諸家譜』によった。最下段の数字は（号数１
ページ数）を示す。
（別）『秋田県史』第一冊（注（躯））、九二ページより一○四ペ
ージ。
（卯）藤野保『新訂幕藩体制史の研究』（士ロ川弘文館、昭和五
十八年六月二十日）一一五八～二六○ページ。
（別）注（別）、二八三ページ。
（皿）注（釦）、二五一ページで
（鍋）注（帥）、二四七ページ。
（狐）山本博文『寛永時代』（「日本歴史叢書」吉川弘文館、平
成
元
年
七
月
二
十
日
）
一
○
～
二
ペ
ー
ジ
。
（妬）『梅津政景日記』（注（羽））元和五年四月九日。
（弱）『梅津政景日記』（注（羽））元和五年八月十七日。
（師）『武家諸法度」（『徳川禁令考』前集第一、創文社）六一
ページ。
（胡）『梅津政景日記』（注（脳））元和三年上洛の折、日記の筆
者梅津政景は随行せず、詳しいことは不明である。
（羽）『梅津政景日記』（注（別））元和七年九月十八日。、御
数寄屋出来、今朝くち切有、御客一三士井大炊殿（利勝）
・松平右衛門殿（正綱）・嶋田次兵へ殿・道三法印（今大
法
政
史
学
第
四
十
二
号
路親清）」より元和八年三月十四日「朝、延寿院（曲直瀬正
紹）へ数寄にて御出被成侯」まで頻繁に数寄にて交流して
いる。
（側）『木下延俊慶長十八年日次記」（『栃木史学」第三号、国
学院大学栃木短期大学史学会）。
（似）「右同書』二○七ページ。
（蛆）八大久保忠隣Ｖ徳川家康の譜代家臣、後、秀忠老職Ｓ寛
政重脩諸家譜』以下略一一’三七八）
（伯）八都筑為政Ｖ秀忠勤仕、槍奉行、五千石（一三’一七二）
（“）Ａ石川康長Ｖ秀忠勤仕（三’一八）
（妬）Ａ村瀬重治Ｖ秀忠使番、一一一千石（一六－一○四）
（妬）八古田織部Ｖ重然、最初秀吉御伽衆、後家康に属す、一
万石（『図録茶道史』淡交社、昭和五五年一一一月二十六日、三
一○ページ）
（幻）Ａ岡田利治Ｖ秀忠勤仕（四’二一五）
（咄）八将軍様Ｖ徳川秀忠
（い）Ａ酒井忠世Ｖ秀忠老中（二’三）
（卯）八山岡景長Ｖ家康使番、千五百石（一七’三五二）
（Ⅲ）八青山成重Ｖ秀忠側近、一万石（三一’一○八）
（皿）八花一男左衛門尉Ｖ職之、家康につく、八千一一百二十石
（一一’一九七）
（田）Ａ安藤重信Ｖ秀忠奉行職、一万石二七’一七五）
（皿）八土方雄重Ｖ秀忠小性、一万石（五’三五六）
（弱）八脇坂安元Ｖ秀忠につかう（一五’七一）
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爾「・←茶が持つ「結縁性」と戦国武将たち（石田）
（弱）八数寄Ｖ『木下延俊慶長十八年日次記」（注仙）では、数寄
と茶の湯と使いわけがされているが、『日澗辞書』に扇□Ｃ［
ス
キ
（
数
寄
・
好
き
）
心
を
傾
げ
好
む
こ
と
、
ま
た
、
茶
の
湯
【国シ三○■Ｓの道、またその修行」と定義づけられてい
るので、本稿では同一に解釈する。
（印）八他研究書Ｖ注（１）、又は、注（妬）同書に詳しい。
（串）『宗湛日記」（『茶道古曲全集』六巻、淡交社、昭和三十
一一一年十二月二十日）一五八ページ。「天正十五年正月三
日」。
（弱）陳舜臣「島井宗室」ｓ商魂」集英社、昭和五十九年五月
九日）九五ページ。
（印）八宗室Ｖ博多豪商「島井宗室」のこと。詳しくは注（弱）。
（田）注（串）、一一一一九ページ。
（腿）注（弱）、九○ページ。
（田）八一座建立Ｖ『山上宗二記』（『茶道古典全集」六巻、注
（詔））九三ページ。
（“）林屋辰三郎『中世文化の基調』（東京大学出版会、一九
五
三
年
七
月
十
日
）
一
四
○
ペ
ー
ジ
。
グー、／－，
６６６５
、_’ミーン
『信長公記』巻二（新人物性来社、一九八九年七月一
日）二一七ページ。
天
正
六
年
戊
寅
御
茶
の
湯
の
事
「
正
月
朔
日
、
五
畿
内
、
泉
州
、
越州、尾・濃・江・勢州隣国の面々等、在安土にて各御出
仕
、
御
礼
こ
れ
あ
り
、
先
づ
、
朝
の
御
茶
、
十
二
人
に
下
さ
る
、
御
注（“）、一四一ページ。
付記
本稿作成に当たって、明治大学「月曜ゼミナール」各位・多田
侑史先生に大きな御教示を頂戴した。また、桑山浩然先生・村
上直先生には懇切なる御助言をたまわった。記して御礼申しあ
げる。 座敷。右勝手六畳布（じぎ）、四尺縁、Ｉ略ｌ、」
（、）北島正元『江戸幕府の権力構造」（岩波書店、昭和三十
九年九月二十七日）四六一一ページ。
（兜）注（狐）、二○ページ。
（的）注（弧）、二五ページ。
（わ）『大欲院殿御実紀」巻二（『徳川実紀』第二篇新訂増
補『国史大系」）四三○・四四一ページ。
（刀）『大欲院殿御実紀」巻四二（「徳川実紀』第三篇）一五九
ページ。
（ね）『大欲院殿御実紀」巻四九（注（、）二五九ページ。寛永
十九年三月十八日「内藤志摩守忠重二九にて御茶を献ず」
など。
（だ）谷端昭夫『近世茶道史』（淡交社、一九八八年十二月四
日）二二二ページ。
（汎）ハ中野笑雲Ｖ『台徳院殿御実紀』巻四十二（注（、））、九
九～一○○ページ。元和二年五月是月「茶道頭中野笑雲駿
府より来り拝謁し・江戸にて宅地を下さる。」
（布）注（門）同ページ。
五
九
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